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新教科書の文法事項などに 

関する留意点について 

 令和３年度から中学校における新学習指導要領の全面実施となります。 

 これに伴い、新教科書が使用されます。 

 新教科書では、新たな文法事項などが追加されています。 

 また、これまでと異なる文法事項などの配列がされています。 

 この資料から、小学校の外国語・外国語活動での子供たちの学びをつな

ぎ、新教科書を扱う上での見通しをもっていただければ幸いです。 

長野県教育委員会 
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Contents 
1 本資料の構成  

２ 

・・・

・・・

   ※本資料は、令和 2年度 4月時点での教科書を基に作成しました。実際の教科書の内容と若干異なる可能性があり 

     ます。ご注意ください。 
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ミニ Q&A 

コーナー① 

地区の採択教科書を知りたい場合は 

どうすればよいですか？ 

県教育委員会の HPに一覧が掲載されています。 

以下をご参照ください。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/goannai/.../r2/.../1069_h4.pdf 

 

 

？ 

L小文字 

QRコードはこちら 

H小文字 

 

ピリオド３つ ピリオド３つ 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/goannai/.../r2/.../1069_h4.pdf
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各学年の各単
元で扱われて
いる文、文構
造及び文法事
項が一覧にな
っています。 
 

令和２年度中
に☞Bridge
マークの文法
事項を扱うこ
とをおすすめ
します。例え
ば、今年の１
年生は感嘆文
を本年度中に
扱っておくと
次年度につな
がります。 

 
というコラム
欄では、新学
習指導要領全
面実施に伴う
ポイントなど
が記載されて
います。 

会話用の表現
や場面別表現
で扱われてい
る文法事項な
どは各単元に
含まれていま
す。 
 

現行の教科書
と文法事項の
配列が異なっ
ている単元が
あります。詳
しくはミニ
Q&A コーナー
③をご参照く
ださい。 

ミニ Q&A 

コーナー② 

小学校で文法は扱われませんが、言語活動の中で 

以下のものを表現し身に付けるようになっています。 

表現 

小学校で学ぶ文法はどんなものがあり 

ますか？ 
？ 

Newの表示があ
る項目は、 
新学習指導要
領で追加され
た文、文構造
及び文法事項
です。 
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          【例】Sunshine（開隆堂）２学年の新教科書の一覧を確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単元名 ２学年 
  
  

PROGRAM 8 □現在完了形 
 ・継続 

  

ミニ Q&A 

コーナー③ 

現行教科書と新教科書の文法事項などの学年配当を 

確認しましょう。以下の例をご覧ください。 

 

？ 
この資料で特に確認した方がよい部分は
どこですか？ 

＜令和３年度の新教科書で「現在完了形の継続用法」は２年生に配当＞ 

 
令和２年度 中学２年生 令和３年度 中学３年生 

「現在完了形の継続用法」 

  が扱われていない 

  現行の教科書で学習 

「現在完了形の継続用法」に 

ついては、新教科書で既習事項 

扱いとなり、どこかで扱わない 

と未習状態 

進級 

当該学年の前年度の文法事項等を参照し、
指導・支援の見込みをもつようにしましょう。 
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2 文、文構造及び文法事項一覧 
 (1) New Horizon 
単元名 １学年 ２学年 ３学年 
Unit 0 小学校の振り返り 

□場面別表現 
□文字と音     ※小中連携 

１年生の振り返り 
□過去進行形 
□There are… 

１・２年生の振り返り 
□受け身 
 

Unit 1 □be動詞 
□一般動詞 
□I can… 

□be going to… 
□will… 
□show (人) もの など 
□call  (人) 名前 

□現在完了形 
 ・継続 
□make (人) 形容詞 
New主語 + 動詞  
     + (人) + that節 

Unit 2 □This [ That ] is… 
□He / She is… 
□疑問詞What…? ,  
  Who…? , How…? 

□接続詞when, if, because,  
  I think that… 

□現在完了形 
 ・完了 
 ・経験 
New現在完了進行形 

Unit 3 □疑問詞Where…? ,  
  When…? , How many…? 
□不定詞 I want to… 

□不定詞 
 ・things to do 
 ・I’m happy to meet… 
□It is 形容詞 to… 

□It is形容詞 for (人) to… 
□want (人) to … 
New主語 + let [ help ]   
     + (人など) + 動詞の原形 

Unit 4 □命令文Be…, Come…,  
  Don’t… 
□疑問詞What time…? 

□have to…,  
 do not have to…, 
□must…, must not 
□動名詞  

□間接疑問文 
New主語 + 動詞 + (人) 
 +whatなどで始まる節 
□後置修飾 
 ・現在分詞 
 ・過去分詞 

Unit 5 □like 動名詞 
□be good at 動名詞 
□過去形went, ate, saw,  
 had, was 

□疑問詞 to… 
□主語 + 動詞  
     + (人) +疑問詞 to… 
□主語 + be動詞 + 形容詞  
  + that節☞Bridge P12~13   

□後置修飾 
 ・接触節 
 ・関係代名詞 

Unit 6 □三人称単数現在形 □比較表現 New仮定法 
  ・I wish I could go… 
  ・I wish I had… 
  ・If I were you,  
   I would ask…など 
□関係代名詞 

Unit 7 □代名詞him, herなど 
□疑問詞Which…? , 
  Whose…? 

□受け身  

Unit 8 □現在進行形 
New感嘆文☞Bridge P４~7   

  

Unit 9 □不定詞She wants to… 
  [tries to…] 
□look 形容詞 

  

Unit 10 □過去形visited, saw, Did  
   you…？ 

  

Unit 11 □過去形 I was…, Were  
  you…? 
□There is[are]… 
□過去進行形 

 

 

 

 

 

  追加された文法事項や文構造を確認しましょう。 
＜文法事項＞ 
 ・感嘆文 
 ・現在完了進行形 
 ・仮定法 
＜文構造＞ 
 ・主語 + 動詞 + (人)+ that節 
 ・主語 + 動詞 + (人)+ 
 ・主語 +  let[ help ] + (人)など + 動詞の原形 
   追加された文法事項などは、授業で積極的に使いまし
ょう。例えば、生徒の取組のよさに対して“How nice!” 

 と称賛するなど、クラスルームイングリッシュとして使
いましょう。 
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(2) New Crown 
単元名 １学年 ２学年 ３学年 

Starter □教室で使う英語 
□英語の文字と音 など 
※小中連携 

１年生の振り返り 
□過去形 など 

１・２年生の振り返り 
□現在完了形 
□不定詞 など 

Lesson 1 □be動詞 
□一般動詞 
□疑問詞What food…? 
 

□接続詞when, if, because,  
  that… 
□May I…? 

New現在完了進行形 
 

Lesson 2 □I can… I cannot… 
□疑問詞How many…? 
 

□不定詞 
  ・I want to… 
 ・things to… 
 ・I’m happy to meet… 
□It is 形容詞 for (人) to… 

□受け身 

Lesson 3 □This is…, This is not… 
□Is this…?, What is…? 
□代名詞him, her 
□疑問詞Who…? 

□There is[are]…など 
□動名詞 
□must…, must not… 
 

□後置修飾 
 ・現在分詞 
 ・過去分詞 
□I’m glad to… 

Lesson 4 □三人称単数現在形 
□疑問詞Which…? 

□give (人) もの など 
□call  A B  
□make (人) 形容詞 
□have to… 

□後置修飾 
 ・接触節 
 ・関係代名詞 
Newlet (人)など  動詞の原形  

Lesson 5 □現在進行形 
□疑問詞Whose…? 
 

□比較表現 
□疑問詞 to… 
□主語 + 動詞 + (人) + 
    疑問詞 to… 

□後置修飾 
 ・接触節 
 ・関係代名詞 
 

Lesson 6 □過去形enjoyed, went 
         など 
New感嘆文☞Bridge P４~7  

□現在完了形 
 ・継続 
□Could you…? 
 

New仮定法 
 ・If I had…, I could… 
 ・I wish I had… 
 ・I wish I could go… 
 ・If I were you, … 

Lesson 7 □過去形be動詞 
□過去進行形 
□look 形容詞 

□現在完了形 
 ・完了 
 ・経験 
□主語 + be動詞 + 形容詞  
 + that節☞Bridge P12~13   

□間接疑問文 
Newhelp (人)など  動詞の原形 
□want (人) to … 
  主語+動詞+(人) 
  +whatなどで始まる節 

Lesson 8 □be going to…など 
□will…など 
□Can you…? 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  各教科書とも文法事項の配列がこれまでと違う部分があり
ます。これは小学校外国語の学びを中学校につなげるための
配慮によると思われます。 

  ただし、中学校で文法を学ぶことが、用語や用法の区別など
の指導とならないように留意したいものです。 

  私は中学校１年生のとき、教科書で学んだ Nice to meet 
you.を初対面の人に対して何気なく使っていました。進級して
２年生になったときに、先生から不定詞を文法的に解説しても
らう機会がありました。その際、例文としてNice to meet you.
を使った不定詞の役割の解説を聞いたら頭の中がスッキリ整理
され、「文法は便利だ」と思いました。 

  生徒にとって文法が英語を使う上でのツールの一つになる
ように支援していきましょう。 
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(３) Sunshine 

単元名 
１学年 

※小学校で学んだことの復習をする 
 ための Get Ready、PROGRAM 0 
 という単元が序盤にあります。 

２学年 ３学年 

PROGRAM 1 □be動詞 
□疑問詞Where…?  

□be going to… 
□will… 
□接続詞when, if 

□tell (人) to … 
□It is形容詞 for (人) to… 
□主語 + be動詞 + 形容詞  
 + that節 

PROGRAM 2 □一般動詞 
□疑問詞When…? 
□命令文 

□接続詞 that 
□must… , must not… , 
  have to… 

□間接疑問文 
New主語+動詞+(人)+that節 

PROGRAM 3 □I can…, I cannot… 
  Can you … ?   

What can you … ? 
□疑問詞How much… ? 

□動名詞 
□不定詞 
  ・I want to…, 
  ・I’ll go to New York to…  
  ・things to… 

□call  (人) 名前 
□主語+make+(人)+形容詞
Newmake [let / help] 

  (人など)  動詞の原形 

PROGRAM 4 □This is…, That is…, 
  He is…, She is … 
□疑問詞Who…? , 
  Which…? , Whose…? 

□比較表現 □後置修飾 
・現在分詞 
・過去分詞 
 

PROGRAM 5 □三人称単数現在形 
 

□疑問詞 to… 
□look形容詞 
□become… 
□show (人) もの など 

□後置修飾 
 ・関係代名詞 

PROGRAM 6 □代名詞him, her 
□疑問詞Why…? ,  
  Where…? 
□接続詞because 

□受け身 □後置修飾 
 ・関係代名詞 
 ・接触節 

 
PROGRAM 7 □There is / are… 

□疑問詞How…? 
□現在完了形 
 ・完了 
 ・経験 

New仮定法 
・If I were you, I would… 
・I wish I had…など 

PROGRAM 8 □現在進行形 □現在完了形 
 ・継続 
New現在完了進行形 
☞Bridge P20~21  

 

PROGRAM 9 □過去形 
stayed, hadなど 

New感嘆文 
☞Bridge P4~7   

  

PROGRAM 10 □過去形 
I was…, Were you…? 

など 
□過去進行形 

  

 

  

  令和 2 年度の１、２年生が進級した時を想定すると、

☞Bridge の文法事項を扱う必要があります。扱うべき 

 ページ数は数ページ程度です。 

  新学習指導要領への対応教材である Bridge は、以下の

特徴があります。学校の実情に応じて活用しましょう。 

・・追加された文法事項などを含んだ英文を掲載 

・・チラシやチャットなど様々なテキストタイプの英文を 

  掲載 

・・教材研究の際、参考資料として有効 
  （例）以下の Bridgeの Checkなどはワークシートを作る際に参考 

     になります。 
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(４) Here We Go!  

単元名 １学年 
※小学校で学びを中学校の学びに 
 つなげる Let’s Be Friends!と 
 いう単元が序盤にあります。 

２学年 
※音声を聞いて、１年生のストーリー 
 を振り返る Play Back the Story と 
 いうページが序盤にあります。 

３学年 
※音声を聞いて、２年生のストーリー 
 を振り返る Play Back the Story と 
 いうページが序盤にあります。 

Unit 1 □I am… 
□I like… , I don’t like… 

□I can… , I can’t… 

□過去形 
□過去進行形 

□接続詞when 

□受け身 
Newlet[help] (人など) 動詞の原形
New主語+動詞 + (人) + that節 

Unit 2 □Are you…? 

□Do you…? 
□Can you…? 

□動名詞 

□不定詞 I want to…など 
□接続詞 that 

□主語 + be動詞 + 形容詞  

 +that節☞Bridge P12~13  
□May I speak to…? 

□現在完了形 

 ・完了 
 ・経験 

  

Unit 3 □What do you…? 

□動名詞 I like …ing 
□不定詞 I want to… 

□How many… ? 

□be going to… 

□will… 
□接続詞 if 

□Shall I…? 

□Will you…? 

□現在完了形 

 ・継続 
New現在完了進行形 

□It is 形容詞 for (人) to… 

 

Unit 4 □He is…, She is… 
□Who…? 

□Is he…?, He’s not… 

□There is / are… 
□show (人) もの など 

□不定詞 a place to … 

□Could you…? 
□How long…? 

□後置修飾 
 ・関係代名詞 

 

 

Unit 5 □Where…? 

□命令文 
□Let’s… 

□When…? 

□Whose…? 

□have to… ,  

  don’t have to… 
□must… , must not… 

□should … , should not… 

 

□後置修飾 

 ・関係代名詞 
 ・接触節 

Unit 6 □3人称単数現在 
□Which…? 

□I’d like… 

□How much… ? 
□What time… ? 

□Can I…? 

□不定詞  
I study English to… 

I am glad to… 

□接続詞because 

□後置修飾 
・現在分詞 

・過去分詞 

□間接疑問文 

Unit 7 □一般動詞の過去形 
□be動詞の過去形 

New感嘆文 

 ☞Bridge P4~7   

□比較表現 □疑問詞+to… 
New仮定法 

 ・If I could…など 

Unit 8 □現在進行形 
□look形容詞 

□受け身 
□call  (人) 名前 

□make (人) 形容詞 

□want  (人) to… 

New仮定法  
・I wish… 

 

 

 

 

 

 

 

仮定法によって、生徒は表現の幅が広がります。If I were…を使えば、これまで生徒が表現で 
きなかったことが表現できるようになります。 

文部科学省の授業動画を視聴すると、中学生が仮定法を使っている実際の授業の様子が分かり 
ます。https://www.youtube.com/watch?v=eR4fxbWQsts 

（「中学校の外国語教育はこう変わる！③」８分 54 秒以降のシーン） 
「If I were... , I would...を使い、困っている人に英語でアドバイスができる」－ そんな生徒 

を目指して授業していきましょう。 
 

QRコードはこちら 

https://www.youtube.com/watch?v=eR4fxbWQsts

